






















いや、科学が人間を置き去 りに して発達 した時代だからこそ神話が求め られ
るように、名探偵 も簡単 に忘れ去 られる存在ではない。事実、あまりにも現
実に密着 しす ぎた社会派推理に抗 して、昭和50年代以後、現実離れした、だ
か らこそ魅力的 な謎 を描 く小説(島 田荘司 は 『本格 ミステ リー宣言』
p.54において、こういった小説を 「神秘」の語義に即 して ミステ リーと呼





















ワロはファンの間でしば しば冗談めかして 「ホモセクシュアル説」が取 り沙
汰 されるほど女性に興味を示 さず、クイーンに至 っては自身が 「僕は事実上、
性 はない」 と述べている(「中途の家』p.302)。ブラウン神父 はその職業
柄当然だが、その他の探偵 もみな独身である。
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して苦難の末その試練を克服 したあと、即位等自分の立場にも大きな変化を
















かって一世を風靡 した金田一耕助です ら、それ らの作品の主役ではな
かったようである。事件を解説するだけの、野球中継で言えば選手では
な くて、野球解説者か無色透明のアナウンサーのごとき存在のようであ
る。(鼬 晶 「主張する探偵たち」『矢吹駆研究第1集 』p.7)。
キ ングズ リー ・エイ ミスが エラ リー ・クイー ンを批判 して 「物 語 の カメ ラ」
(『探偵た ちよスパ イたちよ』p.114)と述 べて い るの も鼬 氏 とほぼ同 じ主
旨と考え られ る。名探偵 は、 もっと も主要 な登場人物で あ りな が ら 「主 役」
ではな く、事件 か ら一歩 ひいた客観性 を もつ 一 この点 につ いて は筆 者 の意
見 も一致 してい る。 ただ し私見 はこの二氏 とは違 い、名探偵 は野球 にお ける
解説者や単 な るカ メラよ りはるか に作品世界 にコ ミッ トして い る と考 え る。












あるいは神話の数だけ元型 は存在するとも言われる。 しか し代表的な元型と





は トリックスターを 「道化 ・愚者」(英語ならばどちらもfoo1)の一種 とと




め、m的 な トリックスターという呼び方ではなく、より広い 「道化 ・愚者」
という呼び方を使用 したい。
老賢人 とは、文字どおり、年老いた高い叡知の持ち主としてイメージされ
る元型である。 自分たちが行動するよりむ しろ若者を教え導 く機能 をもち、
その点、充足 した魂、「自己(セ ルフ)」元型の現れと考 えて もよい。小此
木啓吾 は日本人 に身近な老賢人のイメージとして水戸黄門をあげて いる
(「英雄の心理学』p,p.26-39)。
フ ド ル
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名探偵と 「道化 ・愚者」及び 「老賢人」とのかかわ りを考察する前に、ま
ずこの二つの元型の関係を考えてみよう。その際、バーバラ・グリーンフィー
ル ドによる 「元型的な男性性 一 その神話と女性に対す る意味」 とい う論文
が非常に参考になる。 グリーンフィール ドはアニムス、つまり元型的な男性
性は 「自我発達のさまざまな段階に対応する多様な形態をとって表現される。
少年、 ドン ・ファン、 トリックス ター、英雄、父親、老賢人などである」
(『父親』p.256)と述べている。そして、老賢人にまで発達 した男性性 は




のイメージが重なる場合、また変遷する場合もあるか らだ。 グリー ンフィー
ル ドにおいては、男性性を女性とのかかわりという点か ら見ているため、女
性を誘惑する存在 としての トリックスターと保護あるいは支配する存在とし
ての父親を重視 しているが、女性とのかかわ りが薄い名探偵を論 じる場合は
違った視点が必要 となる。私論では名探偵を考えるうえで重要な元型を、前
述 した 「道化 ・愚者」 と 「老賢人」そして 「英雄」と考え、次のようなサイ
クルを描いてみた。
/　 　　 　 道花・愚者
老賢人
気　　　　 英雄
グ リー ンフ ィール ドの論 にお ける少年、 ドン ・フ ァン、 トリックスターな
どの段 階 は、本論で は 「道化 ・愚者」 に対応す る。
次 に英 雄 とい う元型が ある。 グ リー ンフ ィール ドはこの英雄 とい う元型 を
トリックス ターと父親 の中間 に位置す る ものと して いる。英雄 に も、 たとえ
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ば遍歴の騎士や西部劇の 「シェーン」のように、果て しない放浪をするもの
と、前述のギリシャ神話の英雄のように定着 して新たな秩序(家 族)を 形成
するものがある。小此木啓吾は前述の書で、前者のような英雄を 「成熟 した
大人の愛欲 をまだ持たない、少年的な純粋さとナルシシズムを美化 した もの
だという解釈があると思 う」(P・22)と述べている。確かに、このサイクル
上の位置か ら考えると前者は永遠の放浪者である 「道化 ・愚者」側 に近 く、
後者は安定 ・秩序を指向する 「父親」側に近いと考えられる。
英雄の次に来るはずの父親は、名探偵においてはほとんど意味を持たない
が、 これはなかなか興味深い論点 となる。 この点にっいては後述する。
私案の名探偵サイクルで次に登場するのは老賢人である。老賢人の先は道
















になるが、全体をひとっの円環 と見 る立場をとれば、 これはこれで一っの完
フ 　 ル





いえるタロットカー ドには 「愚者(Fool)」という非常に重要なカー ドが存
在する。「永遠に放浪す る若者」を描いたこのカー ドは、「未熟、愚か しさ」
を寓意す るという解釈 と 「最高の叡知」を寓意するとい う解釈が存在 する、
まさに逆説的なカードなのである7)。「Fool」とはまさにそういう存在 なの
だ。サーカスに見 られる間抜けなピエロ像は 「道化 ・愚者」のほんの一部で
しかない。いや、そのピエロでさえ、 こちらの見方によってはすべてを見透
かした悲哀をにじませてないと言い切れるだろうか。









は案外高齢者が多い。ポワロしか り、ブラウン神父 しか り、文字どおり老賢






そしてまた老賢人 は、 自らが中心となって活躍するより、む しろ次世代の若
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者を教え導 くという客観性をもっ。っまり両性具有性、客観性など名探偵に








さて、では 「英雄」はどうであろうか。 もちろん俗 な意味合 いにおける
「カッコよさ」、 ヒーロー性を多 くの名探偵が もっことに疑問の余地はないが、
やはりイニシエーションの当事者になるか否かの点で英雄と名探偵に大きな
違いがあることも無視できない。だが、英雄を論 じる上で意義深い一連の
「探偵」たちがいる。ハー ドボイル ド作品に登場する私立探偵である。最 も
代表的なのはレイモンド・チャンドラーのフィリップ ・マーロウであろう。
彼 らはときに名探偵を も凌駕する魅力に満 ちた人物像であ るが、一般的に
「名探偵」 とは呼ばれない。彼 らと 「名探偵」 との違いはどこにあるのだろ
うか。
まず、ハー ドボイル ド探偵は事件に巻き込まれ、「当事者」 になって しま
う。渦中の人物との関係 もあくまで対等であり、老賢人のように見守 るとい
う余裕はない。そ してまた、多 くの場合 「ワトソン役」っまり語り手の目を
通 して描かれるため心 の内部が読者には伝わ らない名探偵と違 い、ハー ドボ
イル ド探偵は必ずといっていいほど一人称小説 に登場する。その苦悩 も迷い
も読者にス トレートに伝わってくる。最後に、ハー ドボイル ド探偵は自己完
結的な名探偵と違い、女性 との関係 も豊富である。
こうして考えると、ハー ドボイル ド探偵とは英雄的な要素を色濃 くもった
探偵であると言えそうに思える。自らに課せ られた試練において、その苦悩
において、そして自分 の外部の女性性との出会いにおいて。 もちろんハー ド
フ 　 ル
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ボイル ド探偵 も体制 ・秩序側に定着することはあり得ないので、ギ リシャ神
話の英雄よりむ しろ、前述 した永遠の放浪者性を残 した遍歴の騎士的英雄に
近い8)。
逆に日本語 の 「名探偵」という言葉で喚起されるイメージは、単に 「す ぐ
れた探偵」を意味するのでな く、すでに何度も述べたように、英雄 という元
型よりも 「道化 ・愚者」及び 「老賢人」という元型の投影を色濃 く受 けたも
のである。 「名」がっ くか否かはここで分かれると言 っていい。
最後に、英雄の次の段階としてグリーンフィール ドにおいては非常 に重要









かまえる、「裁 く」 という機能にきわめて近い役割を持っ と思われ るにもか
かわ らず、である。
探偵 を動かすのは、ある場合はそれが難事件であるということで刺激され
た名探偵自身の知的好奇心である。 この動機は 「道化 ・愚者」的探偵に大 き
いと思われる。また、ある場合名探偵を動かすのは、剽 牛に巻き込まれた人々
の生命を、あるいは名誉を魂を守ろうとするきわめて個人的な動機 である。
この動機 も犯人を裁 くという機能 とは必ずしも一致 しない。 したがって犯人
側の事情を理解すれば、名探偵は犯人に共感することさえある。 このような




　名探偵 の魅力をさぐる上で、「道化 ・愚者」及び 「老賢人」 とい うそれ 自
体魅力的な元型を用い、こういった元型のイメージ投影が名探偵に神話的 ・
普遍的な輝きを与えると論 じてきた。今回は紙数の都合で及 ばなか ったが、
次回論文では、このような元型が具体的な個々の名探偵にどのような魅力を
与えているかを、名探偵や推理小説の分野に限らず幅広いキャラクターと比
較 しなが ら記述 していく予定である。
(注)
1)島 田荘司はこう述べている。 「名探偵などというものこそ、最 も神話的人物なの
だ。 神々を描 こうとする決意がないなら、名探偵など登場させないほうがよい」
(『本格 ミステリー宣言」p.54)




3)「…無骨な田舎者、お調子者、 トリックスター、笞、そ してスケープゴー トとし
て、 フールは世界に、そして世界の想像的表現 もろもろの中にか くも繰 り返 し繰
り返 し立ち現れて くる…」(ウ ィルフォー ド『道化と笏杖』p.13)
4)野 島は 「道化ハムレ`ット」(『文芸読本 ・シェクスピア」p.142)において、道
化の機能を 「『見かけ』の裏に 『真実』を見」てとること、 および 「「見かけ』




河合隼雄の 「影の現象学』に詳 しい。 ことに道化の自己完結性 ・客観性等につい
ては 『影の現象学』第4章 に見事に論 じられている。
7)「おそらく彼(愚 者)は もはや世界現象の舞踏を飽きるほど味わいっ くしてしまっ
たのだ。 もはやこのような糧を求めることはない。彼は回転と変身を解脱 してい
るのだ」(ベ ルヌー リ 「錬金術一 タロットと愚者の旅』p.205)
8)ハ ー ドボイル ド探偵を騎士に見立てる見方はかなり一般的である。 たとえばハ
ヤカワ ・ミステ リ文庫の、ハー ドボイル ド小説広告のキャッチコピーには 「卑
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